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極端現象の頻度が増加

豪雨・洪水 熱波
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(Hirabayashi et al., 2013)
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洪水への曝露人口
（百万人）
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Diarrhoeal outbreak
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気候変動による超過死亡：２５万人/年

2030～2050年代 （SRES A1b）

• 小児が最も気候変動の影響を受けやすい WHO 2014 
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その他－暑熱による⽣活への影響等
だるさ・疲労感・熱っぽさ・寝苦しさ等
の健康影響の悪化、労働⽣産性の
低下

極端な気象現象
(⼤⾬、強い台⾵
の発⽣割合)の増加

冬季の
気温上昇

気圧・⾵パターンの変化 海⽔温の上昇

熱ストレス
の増加

冬季
死亡者数
の減少

分布・個体数
の変化

• 蚊・ダニ等の分布域拡
⼤・個体群密度増加・
活動時期の⻑期化

• 衛⽣害⾍・宿主動物の
活動活発化

海⽔中の
腸炎ビブリオ菌等
の細菌類の増加

⼤気汚染物質
（オゾン等）
の⽣成促進

避難⽣活の
⻑期化に伴う
熱中症･感染症･
精神疾患リスク

の増加

⾃然災害発⽣
に伴う

ライフラインの停⽌

飲料⽔源への
下⽔流⼊

河川－洪⽔
⼤⾬事象の発⽣頻度の増加、洪⽔
氾濫による⽔害の発⽣
その他－強⾵等
気候変動による台⾵の強度、最⼤強
度の空間位置や進⾏⽅向への影響

医療
搬送量の増加、医療機関への直接
的被害の発⽣

その他－分布個体群の変動
昆⾍や⿃類などの分布北限や越冬地
域の変化、ライフサイクルの変化

降⽔量・降⽔パターンの変化

暑熱による
死亡リスク・
熱中症リスク
の増加

気温上昇

相対湿度の変化

全死亡・⼼⾎管
疾患死亡・
呼吸疾患死亡
リスクの増加

節⾜動物媒介
感染症リスク、
刺咬被害の増加

⽔系感染症
（下痢症等）
の発⽣リスク
増加

感染症の季節性
の変化

• インフルエンザ
• ロタウイルス感染症
等）

環境省 気候変動影響評価報告書 令和2年12月



気候変動影響評価報告書
令和2年12月

環境省 気候変動影響評価等小委員会

「健康」分野
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⼤項⽬ ⼩項⽬ 重⼤性 緊急性 確信度
冬季の温暖化 冬季死亡率等 ◆ ▲ ▲

暑熱 死亡リスク等 ● ● ●
熱中症等 ● ● ●

感染症 ⽔系・⾷品媒介性感染症 ◆ ▲ ▲

節⾜動物媒介感染症 ● ● ▲

その他の感染症 ◆ ■ ■
その他 温暖化と⼤気汚染の複合影響 ◆ ▲ ▲

脆弱性が⾼い集団（⾼齢者・⼩児・基礎疾患有病者） ● ● ▲

その他の健康影響 ◆ ▲ ▲

重⼤性 緊急性・確信
度

● 特に重⼤な影響が認められる ● ⾼い
◆ 影響が認められる ▲ 中程度

■ 低い



デング熱

• ネッタイシマカやヒトスジシマカによって媒介されるデングウ
イルスの感染症

• ４種の血清型（1―4型）が存在

• 同じ血清型のウイルスに対しては終生免疫を獲得するが、
交差免疫は成立しない

• 異なる血清型のデングウイルスに再感染した際に重症化し
やすい（デング出血熱）

• 突然の発熱で発症し、頭痛、眼窩痛、筋肉痛、関節痛を伴う

• デング熱に対する特異的な抗ウイルス薬はない

• 有効なワクチンもない

• １９４３年、長崎、呉、神戸、大阪などでデング熱が流行
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・全世界で約１００か国、年５千万人～１億人が感染
・全人口の約半数が感染のリスク
・主に都市部及び都市郊外で流行
(Dengue: Guidelines for treatment, prevention and control. Geneva: World Health Organization, 2009.)
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デング熱流行地域 （2011）



国内のデング熱報告数推移

国立感染症研究所 発生動向調査年別報告数
https://www.niid.go.jp/niid/ja/ydata/9009-report-ja2018-20.html 12
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デングウイルスの媒介蚊 (ヤブカ属)

ネッタイシマカ ヒトスジシマカ
Aedes aegypti Aedes albopictus

・主に都市部に生息 東南アジア ・主に都市近郊から郊外に生息
・未確認 日本 ・都市部で発生密度が高い

吸血嗜好性：ヒト、猫、鳥、家畜等
吸血時間帯：早朝と夕方
産卵場所（幼虫発生源）
人工容器：雨水マス、植木鉢の水受け皿、バケツや壺、コンビニ弁当などのプラスチック容器、古タイヤ
自然容器：樹洞や竹の切り株など自然にできる小さい水たまり
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現在の状況

• 2014年夏に都内の公園で

多数の人がデング熱に感
染する事象が発生した。こ
れは気候変動が直接の原
因ではないが、国内感染に
よる流行が現実となった。

• ヒトスジシマカの生息域は、
1950年以降、東北地方を
徐々に北上し、2016年には
青森県に到達。

ヒトスジシマカの分布域（2017年）
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カッコ内は幼虫が初めて確認された年。大館市では 2014年、青森
市では 2015 年に幼虫が初めて発見され、その後定着が確認され
た。1950 年までの生息域は当時の米占領軍の調査報告から推定
した。提供：国立感染症研究所

気候変動の観測・予測及び影響評価統合レポート2018 環境省
文部科学省 農林水産省 国土交通省 気象庁 （2018年2月）



ヒトスジシマカ分布可能域

RCP8.5 (MIROC5)に基づく推計

気候変動の観測・予測及び影響評価統合レポート2018 環境省
文部科学省 農林水産省 国土交通省 気象庁 （2018年2月） 15

現在は国土の40%弱であるが、今世紀末には国土の約75‐96%に達する

赤色と黄色の部分（年平均気温が約 11℃以上）が分布可能域



デング熱流行への適応策

 行政など

感染症サーベイランス

上下水道の整備

媒介蚊対策

 個人

 媒介蚊との接触を避ける

 媒介蚊発生環境の除去、幼虫防除

 研究者

 媒介蚊分布域の調査

 殺虫剤抵抗性出現状況調査、機序の解明

 ワクチン、治療薬開発

S‐8 温暖化影響評価・適応政策に関する総合的研究2014報告書 を改変
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毎日新聞 2018年7月23日

日本経済新聞 2018年8月4日

熱中症搬送者数

熱中症（熱関連死亡）



環境省 気候変動への賢い適応 2008

高齢者熱中症
6割が自宅で発症

18

65歳以上女性

男性



将来影響：熱中症と熱ストレス死亡
2031年～2050年
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熱中症搬送者数

熱ストレスによる超過死亡者数

気候変動の観測・予測及び影響評価統合レポート2018 環境省
文部科学省 農林水産省 国土交通省 気象庁 （2018年2月）

～2倍
2倍超

全球気候モデルMIROC、RCP8.5シナリオ
（1981～2000年を基準）



暑熱への適応策

• 行政

ストレス・テスト（救急搬送・救急医療体制）

熱中症警報システムの整備、活用促進

高齢者世帯の見回り、啓発、指導

都市計画（ヒートアイランドの防止等）

空調のあるシェルター整備

• 個人

 高齢者のケア

環境省 気候変動への賢い適応 を改変 20



まとめ

• 気候変動の健康影響はすでに起こっている。

• 暑熱（熱中症）、デング熱等の感染症のリスク増。

• 社会レベルでの適応（緩和に加えて）策が必要である。

• 未来は変えられる＝わたし達のおこない次第。
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